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含有するテイコプラニンは抗菌活性を有したまま、投与総量の約 40%が初期の 24 時間に放出され、残りは 21
日以上にわたり緩徐に放出された。マウスにおける異所性化骨の形成は各群共にコントロールと比べ骨塩量に
有意な差は認められなかった。ラット頭蓋骨欠損モデルにおいては、BMPを含む群では欠損面積の90％以上が
修復され、テイコプラニンの有無による有意な差は認められなかった。今回検討した抗生物質はBMPの骨形成
能を阻害せず、生体吸収性ポリマーは抗生物質とrhBMP-2のdrug delivery systemとして有用であることが判
明した。今後更なる検討が必要だが、この方法は感染の沈静化と骨形成を同時に得られる新治療法と成り得る
と考えられた。 
 本論文は骨髄炎の新しい治療方法の開発の可能性を示しており、骨感染症の治療法の発展に貢献するものと
判断された。従って博士（医学）の学位授与に値するものと判断した。 
